
掘っちょる山口
－ 昔々、山口のあるところに、

こんな暮らしがありました －

山口県埋蔵文化財センター第51回展示

令和 3 年度発掘調査の成果



遺跡の場所

下関市

長門市
萩市

阿武町

山口市

宇部市

周南市
岩国市

美祢市

防府市

光市 柳井市

周防大島町

和木町

上関町

下松市

田布施町

平生町

山陽小野田市山陽小野田市

1
2

3
4

１ 道
どうじょう

場・中
なかむら

村遺跡（美祢市）　　　　３ 信
のぶかわ

川遺跡（柳井市）

２ 於
お

福
ふく

金
かなやま

山遺跡（美祢市）　　　　　４ 馬
ば ば

場遺跡（田布施町）



－ 1－

（美祢市）

　道場・中村遺跡は、美祢市秋芳町岩
いわなが

永本
ほんごう

郷に位置す

る弥生時代中期前半と後期後半を中心とする集落跡で

す。今回の調査で竪
たてあな

穴建物 11 棟や多数の土
ど

坑
こう

などが

発見されました。

　弥生時代の土坑には袋状に掘られたもの、大量の弥

生土器や石製品が出土したものがあり、食料の貯蔵や

ごみ捨て穴として使用されたと考えられます。

　出土した弥生土器には器形や文様に九州・関門地域

や瀬戸内などの特徴を取り入れたものがあり、様々な

地域との交流を通じて独自の文化を発展させていたよ

うです。

　このほか、中世の墓や掘
ほったて

立柱
ばしら

建物も発見されまし

た。墓は有力者のものとみられ、副葬品として中国製

の青
せい

磁
じ

の椀
わん

と白
はく

磁
じ

の皿が重ねられた、非常に珍しい状

態で発見されました。

道
どうじょう

場・中
なかむら

村遺
い

跡
せき

土坑から出土した弥生土器

円形土坑の調査のようす

南西上空から見た遺跡のようす（写真手前中央の集落内） ＊写真奥は秋吉台



－ 2－

２区竪穴建物の調査のようす

１区竪穴建物全景

検出された袋状土坑

土器が大量に投棄された土坑

青磁・白磁が副葬された中世の墓



－ 3－

（美祢市）

　於福金山遺跡は、秋吉台西方の盆地に位置する古代

の生産遺跡です。柱穴や土
ど

坑
こう

を発見しましたが、明確

な建物は見つかっていません。その一方、通常の集落

と異なり、多くの炉
ろ

跡と大量のカラミ（鉱
こうさい

滓）・銅鉱

石を発見しました。

　出土遺物は奈良時代前期から平安時代中期にかけて

の土
は じ き

師器・須
す え き

恵器・緑
りょく

釉
ゆう

陶
とう

器
き

が主体で、硯
すずり

や墨
ぼくしょ

書土器、

製塩土器などもあり、官
かん

衙
が

（役所）で使われた品々と

近い内容となっています。

　この遺跡は付近で採れる銅鉱石から金属銅を生産

していたと考えられ、長
なが

登
のぼり

銅山跡（美祢市）と並ぶ、

日本最古の銅生産遺跡のひとつであることがわかりま

した。

於
お

福
ふく

金
かなやま

山遺
い

跡
せき

両側に溝をもつ炉跡（SL23）

炉跡（SL３）

上空から見た遺跡



－ 4－

（柳井市）

　信川遺跡は、柳井市新
しん

庄
じょう

南地区にある弥生時代中期

～古墳時代初期と平安時代末期～室町時代の遺跡です。

　今回の調査で、壺
つぼ

・甕
かめ

・鉢
はち

など多くの弥生土器が捨

てられた穴や、古墳時代の初めの竪
たてあな

穴建物が見つかっ

ています。

　また、平安時代末期から鎌倉時代の大型掘
ほったて

立柱
ばしら

建

物をはじめ、土器を埋納した多くの柱穴が見つかりま

した。土
は じ き

師器の皿・杯
つき

・椀
わん

と共に、中国製の青
せい

磁
じ

椀、

白
はく

磁
じ

椀・四
し じ こ

耳壺が出土した柱穴もあります。そのほか

に、近畿方面から持ち込まれたと考えられる瓦
が き

器や、

九州北部で見つかることの多い滑
かっせき

石製の双
そうどう

胴壺
つぼがた

型石製

品などが出土しています。

　これらの遺構や遺物から、柳井市新庄地区の文献史

料を補う貴重な成果を得ることができました。

信
のぶかわ

川遺
い

跡
せき

多くの弥生土器が捨てられた穴

鎌倉時代の大型掘立柱建物

北方から見た調査地（写真中央やや下）



－ 5－

（田布施町）

　馬場遺跡は、田布施町南西部にある丘陵のふもとに

位置します。弥生時代中期から古墳時代中期を中心と

する集落跡で、竪
たてあな

穴建物 21 棟をはじめ、掘
ほったて

立柱
ばしら

建物、

土
ど

坑
こう

（穴）、溝などを確認しました。竪穴建物の中には、

直径が約 11 ｍの円形の建物があり、県内最大級の大

きさです。また、多量の炭化材や焼
しょうど

土を残す建物、土

器を廃
はい

棄
き

した穴、須
す え き

恵器の甕
かめ

１個体分を埋めた穴、木

炭を焼いた穴などもみつかりました。

　遺物は、弥生土器が多数を占め、他地域との交流を

示す土器も出土しました。また、石
せきぞく

鏃・鉄
てつぞく

鏃などの狩

猟具や、砥
と

石
いし

・台石・紡
ぼうすいしゃ

錘車などの日常用具、ガラス

小
こ

玉
だま

・管
くだたま

玉などの装
そうしん

身具のほか、縄文時代の石器、古

代の緑
りょく

釉
ゆう

陶
とう

器
き

、中世の中国製磁器などもみつかりまし

た。

馬
ば ば

場遺
い

跡
せき

竪穴建物に残る炭化した屋根材

埋められていた須恵器の甕

上空から見た遺跡のようす
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竪穴建物内での発掘作業

竪穴建物に残る焼土と炭化材

柱穴の中の土器を掘る

溝から出土した土器をのせる台


